
中

世

和

化

漢

文

に
お

け

る
貸

借

表

現

i

「か
す
」
と

「か
る
」
1

三

宅

ち
ぐ
さ

一

は
じ
め

に

日
本
語

に
お
い
て
、
貸
借
の
行
為
を
表
現
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
上
代
か
ら

「か
す
」
・
「か
る
」
等
の
動
詞
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
「か
す
」
と

「
か
る
」
は
、

対
象
物

の
移
動
を
貸
し
手
の
立
場
か
ら
捉
え
る
か
、
借
り
手
の
立
場
か
ら
捉
え
る

か
と
い
う
視
点
の
違
い
に
よ
る
反
義
語
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
語
に
見
ら
れ

る
こ
の
反
義
語
と
し
て
の
対
立
は
、

そ
れ
の
な
い
中
国
語
が
基
盤
で
あ
る
和
化
漢

文
に
お
い
て
は
明
確

で
は
な
さ
そ
う
だ
。
「か
す
」
・
「
か
る
」
と
い
う
対
義
語
を

持

つ
日
本
語
を
母
語
と
す
る
者
で
あ
り
な
が
ら
、
中
国
語
を
使
用
し
て
い
る
と
い

う
認
識
だ

っ
た
の
か
。
漢
字
で
表
記
す
る
に
当
た

っ
て
の
用
字
の
問
題
と
い
う
認

識
だ

っ
た
の
か
。
文
意
が
二
義
的
に
な
り
う
る
こ
と
に
対
処
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
等
の
疑
問
が
生
じ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、

い
わ
ゆ
る
中
世
後
半
、
室
町
中

・
後
期
に
お
け
る
記
録
資
料

(公
家
日
記
)
三
種
を
対
象
と
し
、
貸
借
表
現

「か
す
」
・
「
か
る
」
に

つ
い
て
、

表
記

・
用
法

・
構
文
等
の
観
点
か
ら
調
査
す
る
。

調
査
に
使
用
し
た
主
な
資
料
、
お
よ
び
そ
の
略
称
等
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

古
辞
書
類
五
種

▼
三
巻
本

『色
葉
字
類
抄
』

前
田
本
。
天
養
か
ら
治
承
年
間

(
=

四
四
か

ら

=

八

一
年
)
に
、
橘
忠
兼
に
よ
り
増
補
成
立
。
略
称
は
三
色
。

中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
貸
借
表
現

尊
経
閣
蔵
三
巻
本

『色
葉
字
類
抄
』

太
田
晶
二
郎
解
説

前
田
育
徳
會

(勉

誠
社
)

一
九
八
四
年

▼

『
類
聚
名
義
抄
』

観
智
院
本
。

一
二
か
ら

一
三
世
紀
頃
、
法
相
宗
系
の
僧

侶
に
よ
り
成
立
か
。
略
称
は
名
義
。

『
類
聚
名
義
抄

観
智
院
本

佛

法

僧
』
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部

第
三
二
巻
か
ら
第
三
四
巻

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会

(八
木
書
店
)

一
九
七
六
年

『
類
聚
名
義
抄

假
名
索
引

漢
字
索
引
』
第
武
巻

正
宗
敦
夫
校
訂

風
間

書
房

一
九
七
五
年

▼

『和
玉
篇
』

内
閣
文
庫
慶
長

一
五
年
版
本
。
室
町
時
代
成
立
。
識
語
を
欠

く
。
略
称
は
和
玉
。

『
倭
玉
篇

慶
長
十
五
年
版
研
究
並
び
に
索
引

影
印
篇

索
引
篇
』
古
辞
書

大
系

中
田
祝
夫

・
北
恭
昭
共
編

勉
誠
社

一
九
八

一
年

▼

『節
用
集
』

文
明
本
。
文
明
六

(
一
四
七
四
)
年
頃

に
、
禅
僧
に
よ
り
編

纂
さ
れ
た
か
。
略
称
は
文
明
。

『
改
訂
新
版

文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
中
田
祝
夫
編

勉
誠
社

一
九
七
九
年

▼

『字
鏡
集
』

天
文
本
。
室
町
時
代
中
期
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
前
の
書
写

か
。
略
称
は
字
鏡
。

『
字
鏡
紗

天
文
本

影
印
篇
』

中
田
祝
夫

・
林
義
雄
編

勉
誠
社

一
九
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中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
貸
借
表
現

八
二
年

記
録
資
料

(公
家
日
記
)
三
種

▼

『親
長
卿
記
』

葉
室
本
、
但
し
、
文
明

一
四
年
は
庭
田
本
。
略
称
は
親
長
。

調
査
範
囲
は
、
文
明
二
年
か
ら

一
四
年
ま
で
の

=
二
年
間
。
甘
露
寺
親
長
、
四

七
歳
か
ら
五
九
歳
。

『
親
長
卿
記

第

一
第
二

第
三
』
史
料
纂
集

飯
倉
晴
武
校
訂

続
群
書
類

従
完
成
会

(八
木
書
店
)

二
〇
〇
〇
年

二
〇
〇
二
年

二
〇
〇
六
年

▼

『実
隆
公
記
』

三
条
西
家
本
、
但
し
、
文
明

=
二
年
は
前
田
家
本
。
略
称

は
実
隆
。

調
査
範
囲
は
、
文
明
六
年
か
ら
長
享
二
年
ま
で
の

一
四
年
間
。
三
条
西
実
隆
、

二
二
歳
か
ら
三
六
歳
。

『
実
隆
公
記

巻

一
之
上

下
』

高
橋
隆
三
編

続
群
書
類
従
完
成
会

二

〇
〇
〇
年
第
四
刷

▼

『言
継
卿
記
』

山
科
家
本
。
略
称
は
言
継
。

調
査
範
囲
は
、
大
永
七
年
か
ら
天
文
八
年
ま
で
の

一
二
年
間
。
山
科
言
継
、
二

一
歳
か
ら
三
三
歳
。

『新
訂
増
補

言
継
卿
記

第

一
』

高
橋
隆
三

・
斎
木

一
馬

・
小
坂
浅
吉
校

訂

続
群
書
類
従
完
成
会

一
九
九
八
年
第
二
刷

な
お
、
用
例
は
相
当
量
に
な
る
た
め
、
ご
く

一
部
を
挙
げ
る
に
留
め
る
。

引
用
に
あ
た

っ
て
は
、
割
書
部
分

や
傍
記
部
分
が
貸
借
表
現
に
関
わ
り
な
い
内

容
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
省
略
す
る
。
割
注
を
記
載
す
る
場
合
に
は
当
該
部
分
に

【

】
を
、
傍
記
部
分
を
記
載
す
る
場
合
に
は

〈

〉
を
付
す
。

読
点
の
位
置
に
関
し
て
は
、
疑
問
が
あ
る
場
合
も
底
本
通
り
に
記
す
。

字
体
に
関
し
て
は
、
原
則
的
に
底
本
通
り
と
す
る
が
、
便
宜
に
従
う
こ
と
も
あ

り
、
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
。

貸
借
表
現
相
当
部
分
に
は
傍
線
を
、
主
体

・
対
象
等
の
貸
借
に
関
わ
る
情
報
を

示
す
部
分
に
は
波
線
を
付
す
。

二

古
辞
書
類
に
お
け
る

「
か
す
」
・
「
か
る
」

の
漢
字
表
記

ま
ず
、
古
辞
書
類
五
種
に
よ
り
、

出
す
る
。

▼
三
巻
本

『色
葉
字
類
抄
』

「
か
す
」
・
「か
る
」

の
訓
を
持

つ
漢
字
を
抽

借

カ
ル

カ
ス

カ
リ

假

憾

籍

稟

擢

暇

鱈

貸

已
上
同

こ
の
よ
う
に
、
三
色
で
は
、
加
篇
辞
字
門
に
九
種
の
漢
字
が
、
「
カ
ル
」
・
「
カ

ス
」
・
「カ
リ
」
と
い
う
訓
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
三
色
各
篇
の
人
事

・
辞
字

部
で
は
、
各
項
目
の
掲
出
漢
字
に
日
常
常
用
の
漢
字
と
認
む
べ
き
も
の
が
掲
出
最

ムは
　

上
位
に
集
中
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
第

一
番
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は

「借
」

で
あ
る
。

こ
れ
ら
九
漢
字
は
、
「か
す
」
・
「
か
る
」
両
訓
を
持

つ
異
字
同
訓
の
漢
字
で
あ

り
、
同
時
に
各
漢
字
は
反
義
の
訓
を
も
持

つ
同
字
異
訓
の
漢
字
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
昌
泰
年
間

(八
九
八
か
ら
九
〇

一
年
)
、
僧
昌
住
に
よ
り
編
纂

さ
れ
た
と
い
う

『
新
撰
字
鏡
』
(『天
治
本

享
和
本

新
撰
字
鏡
國
語
索
引
』
京
都
大
学
文
学
部

国
語
学
国
文
学
研
究
室

臨
川
書
店

一九
八
一
年
再
版
第
二
刷
)
を
み
る
と
、
当
該
和
訓
が

記
さ
れ
た
項
目
は

「憾

【
吐
載
反

借
也

施
也

加
留

又
豆
久
乃
布
】
」
の
み
で

あ
る
。
和
訓
と
し
て

「加
留

(か
る
)」
、
義
注
と
し
て

「借
也
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

▼

『類
聚
名
義
抄
』

三
色
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
が
三
種

(◆
印
を
付
し
た
も
の
)
あ
る
。

最
後
に
挙
げ
た
よ
う
に
熟
語
表
記
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
参
考
に
留
め
る
。

借

力
畝

假

力
膨

カ
ス

貸

カ
ル

カ
ス

億

俗

(訓

五
種
中
の
二
)

佛
上
十
三
ウ

(訓

一
五
種
中
の
二
)

佛
上
二
十
オ
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(
訓

二

種

、

る
)

◆ ◆ ◆
擬 情 個 潜 籍 貸

カ

ル

カ

ル

カ

リ

カ

ル

カ

ル

・

更
に
俗
字
四
文
字
を
掲
載
し
て
い
る
が
類
似
形
な
の
で
省
略
す

力
爪

仮

籍

仮

借

同

(
カ

ル
)

こ

の
よ

う

に
、

名

義

で
は

、

「
借
」
・
「
假

」
・
「
憾

」
・
「
貸

」

に
、

「
カ

ル
」

「
借

」
・
「
◆

個

」
・
「
◆

情

」
・
「
◆

優
」

に

▼

『
和

玉
篇

』

九
種

の
単
漢
字
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、 佛

上

十
オ

(訓

五
種
中
の
二
)
佛
下
本
十
ニ
オ

(訓

一
四
種
中
の

一
)

僧
上
十
六
ウ

(訓

八
種
中
の

一
)

佛
上
十
三
ウ

佛
上

九
ウ

(訓

一
〇
種
中
の

一
)

佛
上
十
三
ウ

(訓

二
種
中
の

一
)

佛
上
十
八
オ

佛
上
二
十
オ

う
ち
四
種

「
カ
ス
」
と
い
う
訓
が
、
五
種

「籍
」
・

「
カ
ル
」
系
の
訓
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
色

・
名
義
に
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
漢
字
が
四
種
(◆
印
を
付
し
た
も
の
)あ
る
。

◆ ◆ ◆ ◆
籍 貰 働 情 貸 灌 籍 假 借

カ

リ

ト

ル

カ

ル

カ

ル

カ

ル

カ

リ

カ

ル

カ

ル

カ

ル

カ

ル

カ

ル

　 　 　 　 　 　 　 　 　

1訓 訓1訓 【訓1刮li刮 目 刮呵 刮il刮ll

三
種
中
の

一
)

七
種
中
の

一
)

四
種
中
の

一
)

三
種
中
の

一
)

四
種
中
の

一
)

五
種
中
の

一
)

一
)

五
種
中
の

一
)

一
)

こ
の
よ
う
に
、
和
玉
で
は
、
単
漢
字
九
種
に

「か
る
」

い
る
。
「か
す
」
の
訓
を
持

つ
漢
字

は
無
い
。

中
世
和
化
漢
文

に
お
け
る
貸
借
表
現

24642437404242012203543
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系
の
訓
が
記
載
さ
れ
て

▼

『節
用
集
』

調
査
対
象
と
し
た
他
四
種
の
古
辞
書
に
も
あ
る
漢
字
が
四
種
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

借假

カ

シ

テ

カ

ス

カ

ル

カ

シ

テ

カ

ル

籍

カ

シ

o
借

カ

ル

こ

の
よ

う

に
、

に

「
カ

ス
」

れの
場

合

、

ス
」
・
「
カ

ル
」

「
同

」

▼

『
字

鏡

集

』

四
八
六
6

七
五
8

三
四
九
2

七
五
8

三
四
九
2

一
〇
九
三
7

二
九
七
6

五
五
二
8

一
〇
五
〇
4

七
六
七
8

一
〇

〇

4

八

〇

一
7

一
〇

〇

4

八

〇

一
7

三

一
二

4

六

一
二

7

一
〇

七

〇

4

o
假

o
倣

同

文
明
に
独
自
の
漢
字
は
な
く
、

三

一
二
4

九
五

一
7

九
五

一
8

二

一
九
8

三

一
二
4

九
五

一
7

一
〇
七
〇
4

三
五
九
5

四
三
九
7

九
四
〇
2

九
五

一
8

三

一
二

4

二
種

の
単
漢
字

「借
」
・
「假
」

「
カ
ル
」
系
統

の
訓
が
記
載
さ
れ
、
「籍
」
と

「槻
」

に
は
、
そ
れ
ぞ

「
カ
ス
」
系
の
訓
、
「カ
ル
」
系

の
訓

の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「侃
」

当
該
箇
所
の
付
訓
は

「
カ
ル
」
の
み
だ
が
、
他

の
編
門
に
お
い
て

「
カ

の
両
訓
を
持

つ
漢
字
で
あ
る

「借
」
・
「假
」

に
続
け
て
掲
載
さ
れ

と
い
う
注
記
が
あ
る
。

調
査
対
象
と
し
た
他
四
種
の
古
辞
書

に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
単
漢
字
、
二
種

(◆
印
を
付
し
た
項
)
が
あ
る
。

借

カ
リ

カ
ス

カ
ル

(訓

九
種
中

の
二
)

五
八
四
3

假

カ
ル

カ
ス

(訓
二

一
種
中

の
二
)

五
八
四
4

憾

代日
俗

貸

同

カ
ル

カ

ス

(訓

四
種
中

の
二
)

五
八

一
3
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◆
債 結 凝 情 個 貸 僧 暇 灌

中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
貸
借
表
現

カ
リ
假

同

カ
リ
憾

俗

カ
ル
カ
ル
カ
ル
カ
ル
質

同

代
日

俗

カ

ス

カ

ス

(訓
二
七
種
中
の

一
)

(訓

五
種
中

○
)

(訓

=

種
中
の

一
)

(訓

六
種
中
の

一
)

(訓

一
)

(訓

一
三
種
中
の

一
)

(訓

五
種
中
の

一
)

(訓

一
)

(訓

五
種
中

の

一
)

七
三
五
3

七

一
四
4

五
八
六
4

五
三
二
4

五
九
六
5

五
八
五
1

五
七
三
2

一
〇
二
六
6

五
八
四
3

こ

の
よ

う

に
、

字

鏡

で
は

、

四
種

の
単

漢

字

「
借

」
・
「
假

」
・
「
憾

貸

同

」

に
、

「
カ

ル
」

「
カ

ス
」

と

い
う
訓

が

記
載

さ

れ

て

い
る
。

「
カ

ル
」

系

の
訓

の

み
が

記
載

さ

れ

て
い

る
単
漢

字

は
、

「
擢
」
・
「
僧
」
・
「
個
」
・

「
情

」
・
「
凝

」
・
「
結

」

の
六

種

で
あ

る
。

「
カ

ス
」

の
訓

の
み

が

記

載

さ

れ

て

い
る

単

漢

字

は

、

「
◆

債

費

同

」

の
二

種

で
あ

る

。

付

訓

の
無

い
項

目

「
暇

假

同

」

が

あ

る
が

、

「
假

同

」

と

い

う
注

記

に

よ

れ

ば

「
假

」

同

様

「
カ

ス
」
・
「
カ

ル
」

の
訓

を

持

つ
と

考

え
ら

れ

る
。

以

上

、

五

種

の
古

辞

書

に
よ

り

、

「
か

す

」
・
「
か

る

」

両

語

の
表

記

に
用

い

ら

れ

る
可

能

性

の
あ

る
単

漢

字

と

し

て
次

の

一
〇

種

を

確

認

し

た
。

「借

」
・
「
假

」
・
「
颪

」
・
「
籍

」
・
「
藁

」
・
「
擢
」
・
「
暇

」
・
「
鱈

」
・
「
貸

」
・
「
蹴

」

「
か

る
」

系

の
訓

を

持

つ

「
情

」
・
「
擬

」
・
「
権

」
・
「
個

」
・
「
貰

」
・
「
籍

」

六

種

、

「
か

す

」

の
訓

を

持

つ
、

「
償

」
・
「
質

」

二
種

を
加

え

る

と

一
八
種

で
あ

る
。

た

だ

し
、

「
権

」

に

つ
い

て

は
、

手

偏

と

木

偏

の
草

書

体

が

類

似

し

て

い

る

こ

と

か

ら

「
灌

」

と

混

同

し

て

い

る
可

能

性

も

あ

る
。

貸

借

関

係

で

は
な

く

、

「
仮

(
か

り
)

に
」

の
意

を

示

し

て
い

る

可
能

性

も

あ

る
。

さ

き

に

も
触

れ

た

が
、

こ
の

よ

う

に
古

辞

書

に
掲

載

さ

れ

た
単

漢

字

群

に
お

い

て
、
漢
字
と
訓
と
の
対
応
は

一
対

一
で
は
な
く
、
反
義
の
訓
を
も
含
み
持

つ
同
字

異
訓
の
状
態
に
あ
る
。
そ
し
て
、

一
群
の
漢
字
は
互
い
に
異
字
同
訓

の
関
係

に
あ

る
。

三

古
記
録

に
お
け
る
使
用
状
況

貸
借
表
現

「
か
す
」
・
「
か
る
」

の
意

で
用
い
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る

一
八
種
の

単
漢
字
を
古
辞
書
類
五
種
か
ら
抽
出
し
た
。
そ
れ
を
対
象
と
し
て
、
古
記
録

(公

家
日
記
)
三
種
に
お
け
る
使
用
状
況
を
確
認
す
る
。

(
一
)
使
用
頻
度
数

単
漢
字

一
八
種
の
、
親
長

・
実
隆

・
言
継
三
資
料
の
調
査
範
囲
に
お
け
る
使
用

頻
度
数
は
、
表
に
も
示
し
た
が
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

使
用
例
無
し

一
二
種

一
桁

憾

・
藁

・
擢

・
暇

・
僧

・
貸

・
襯

・
優

・
個

・

貰

・
結

・
費

儲 籍肇

薩麟 覆
使

一 一 三 用

例 例 例 例
数

用
例

籍
齪

(
一
例
)

・
狼
籍

(
二
例
)

情
案
道
理
喪
事
…
…

紅
藥
花
無
贋

(漢
詩

の

一
部
)

使
用
例
数
が

一
桁
の
単
漢
字
三
種
は
、
用
例
に
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「籍
」

は
、
熟
語
名
詞
の
構
成
要
素
、
「情
」
は
副
詞
、
「債
」
は
名
詞
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
貸
借
表
現
で
は
な
い
。

使
用
頻
度
の
高
い
、
残
り
三
漢
字
の
う
ち

「椹
」
・
「假
」
の
場
合
も
、
次
の
用

例
に
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
全
て
貸
借
表
現
で
は
な
い
。
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権峯

 

假借

資
料
名

親
長
実
隆
言
継
親
長
実
隆
言
継
親
長
実
隆
言
継

使
用
例
数

一
六
五
例

二
八
四
例

二
五
四
例

五
三
例

三
六
例
二
例

六
四
例

一
〇
六
例

二
三
六
例

用
例

執
権

・
灌

(権
官

の
意
)
等

椹
跡

・
椹
現

・
権

(権
官

の
意
)
等

権
筆

・
権

(権
官
の
意
)
等

假
殿

・
假
作

・
假
安
置
之
後
…
…
等

假
名

・
假
構

・
假
號
撰
藻
抄

等

假
名

(二
例
)

貸
借
表
現
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性

の
あ
る
単
漢
字
十
八
種
の
使
用
頻
度
数
と
意

味

・
用
法

の
調
査
に
よ
り
、
古
記
録

(公
家
日
記
)
三
種
の
貸
借
表
現
に
用
い
ら

れ
た
の
は
、
「借
」
の
み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

表

文
字
別
使
用
頻
度
数

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

侃 貸 悟 暇 擢 藁 籍 1武 假 借
文
字

○ ○ ○ ○ ○ ○ 三 ○
五
三
六
四

親

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
三
六
δ
六

実

隆

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 二

二
三
六

言

縫

 

中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
貸
借
表
現

18 17 16 15 14 13 !2 ll

質 債 結 貰 個 権 擬 情

○ ○ ○ ○ ○
天
五 ○ ○

○ 一 ○ ○ ○

二
八
四 ○ 一

○ ○ ○ ○ ○

二
五
四 ○ ○

 

(二
)
「借
」

の
用
法

古
記
録

(公
家
日
記
)
三
種
に
お
い
て
貸
借
表
現
に
用
い
ら
れ
た
単
漢
字
は
、

古
辞
書
五
種
か
ら
抽
出
し
た

一
八
種
の
う
ち

で
は

「
借
」

の
み
で
あ

っ
た
。
同

一

文
字
を
、
視
点

の
違
い
は
問
題
に
せ
ず
中
国
語
と
し
て
用
い
て
い
る
の
か
、
「か

る
」
・
「
か
す
」
の
ど
ち
ら
か
の
意
味

(視
点
)

で
の
み
用
い
て
い
る
の
か
等
、
判

断
が
困
難
な
場
合
も
多
い
が
、
下
記
の
観
点
等
に
留
意
し

つ
つ

「借
」
の
用
法
を

確
認
す
る
。

な
お
、
言
継
に
は
、
次
の
よ
う
に

「借
」
に
送
り
仮
名
が
付
さ
れ
た
り
仮
名
書

き
さ
れ
た
り
し
た
箇
所
が
あ
る
。

「
か

る

」

用

例

一

用
例
二

用
例
三

「
か
す
」

一
〇
例

う
ち

三
例
を
示
す
。

大
永
七
年
三
月
二
〇
日
条

姉
小
路
に
て
借
り
候
大
集
纒
、
髄
持

て
罷
蹄
候
了
、

大
永
七
年
六
月
二
九
日
条

拾
芥
抄
中
巻
借
り
て
蹄
候
了
、

天
文
元
年
六
月
三
日
条

佛
陀
寺
之
良
胤
に
、
往
生
禮
讃
之
本
借
候
了
、
同
本
又
嚴
阿
彌

に
か
り
候
了
、

二
例

送
り
仮
名
と
振
仮
名

各

一
例
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用
例
四

用
例
五

中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
貸
借
表
現

大
永
七
年
五
月
二
二
日
条

阿
古
御
料
人
に

目
付
字
二
部
借
し
候
、

天
文
二
年

=

月
三
日　

カ
ド
レ

種
善
軒
被
上
候
、
廣
韻
被
借
候
、
祝
着
々
々
、

言

継

は
、

漢

文

的

文

章

ら

し

く

「
借

」

字

の

み
を

用

い

な

が

ら

も
、

母

語

で
あ

る

「
か

る
」
・
「
か
す

」

二
語

と

し

て
意

識

し

て
い

た

と
推

測

で
き

る
。

こ

の
よ

う

に
、

視

点

の
違

い
を

意

識

し

て

い

る

と
、

意

味

の
違

い

に
対

応

し

た

用
法

も

生

じ

る

の

だ

ろ

う

か
、

こ

れ

に

つ
い

て
も
検

討

す

る
。

ち

な

み

に
、

「
借

」

と

い
う

漢

字

に

は
、

古

来

、

次

の
三

種

の
意

味

が

認

め

ら

れ

て
い

る
。

[
1
]

か

る
、

か

り

る
。

[
2
]

か

す

、

た
す

け

る
。

[
3

]

た
と

ひ
、

か

り

に
。

観
点

1

誰
か
ら
誰

へ
か
。

・
両
者
は
、
公
的
関
係
に
あ
る
の
か
私
的
関
係
に
あ
る
の
か
。

・
両
者
の
立
場
や
貸
し
借

り
発
生
の
状
況
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。

2

対
象
は
何
か
。

見
え
る
も
の
、
具
体
的
な
物

(者
)

・
人

・
動
物

・
物
品

・
場
所
な
ど

見
え
な
い
も

の
、
抽
象
的

な
物

・
官
、
知
恵
、
力
な
ど

3

期
間
は
設
定
し
た
か
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
か
。

4

借
用
書
類
を
交
わ
し
た
か
。

567

有
料
か
無
料
か
。

利
息
は
設
定
し
た
か
、
ど
の
程
度
か
。
礼
は
し
た
か
。

返
却
す
る
の
は
同

一
物
か
等
価

の
物
か
。
返
却
し
な
い
場
合
も
あ
る
か
。

『親
長
卿
記
』

親
長
の
調
査
範
囲
内
で
使
用
さ
れ
た

「
借
」
の
総
数
は
、
本
文
に
疑
問
が
あ
る

と
い
う
二
例
を
除
く
と
六
四
例
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
に
、
[3
]
「か
り
に
」
の
意

味
で
用
い
ら
れ
た
熟
語
名
詞

「借
屋
」
の
用
例
六
が
あ
る
。

用
例
六

文
明

=

年
九
月
二
七
日
条

　

　

依
召
参
内
、
仰
云
、
東
洞
院
殿
御
借
屋
、
【
清
備
前
守
陣
屋
、】

母
所
螢
危
急
之
間
、
可
有
御
移
他
所
之
由
申
之
、
更
當
時
可
然

之
在
所
無
之
、
…
…

こ

の
用

例

を

除

く

、

六

三

例

を

、

[
1

]

「
か

る
」

の
意

か
、

[
2
]

「
か

す
」

の

意

か

で
分

類

す

る
と

、

[1

]

「
か

る
」

四
七

例

、

[2

]

「
か
す

」

一
六

例

で
あ

っ

た
。名

詞

中

に

用

い

ら

れ

た

「
借

」

は
、

九

例

(
「
借

状

」

四
例

、

「
借

物

」

三

例
、

「
借

主

」
・
「
旧

借

」

各

一
例

)

で
、

と

も

に

[
1
]

「
か

る
」

の
意

で
あ

っ
た

。

一

例

の
み
挙

げ

る
。

用
例
七

文
明
八
年
八
月
六
日
条

　當
番
相
博
實
隆
朝
臣
、
薔
借
也
、

実
は
、
こ
れ
は
判
断
に
迷
う
例

の

一
つ
だ
。
「当
番
は
実
隆
と
交
代
し
た
」
と

い
う
だ
け
で
は
、
親
長
が
当
番
を
務
め
た
可
能
性
を
否
定
し
き
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
「奮
借
」
を

『
日
本
国
語
大
辞
典

(二
版
)
』
の
語
釈
に
従
い

「昔
の
借
り
」、

す
な
わ
ち

[1
]
「
か
る
」

の
意
だ
と
し
た
が
、
い

っ
た
い
誰
の

「奮
借
」
な
の
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か
。
実
隆
の
同
日
条
を
見
る
と
、
「
爲
都
護
卿
番
代
参
内
、」
と
あ
り
、
実
隆
が
親

長
の
番
代
と
し
て
参
内
し
た
と
い
う
事
実
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
実
隆

の

「
か
り
だ

っ
た
」
と
い
う
訳
だ
。
と

い
う
こ
と
な
ら
ば
、
区
切
り
の
位
置
を

「
當

番
相
博
、
實
隆
朝
臣
奮
借
也
」
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

万

一
、
「奮
借
」
を

「昔

の
か
し
」
と
い
う
意
で
用
い
た
例
が
他
に
あ
る
な
ら

ば
、
記
録
者
は
親
長
で
あ
る
か
ら
、

「か
し

で
あ

っ
た
」
と
貸
し
手
視
点
で
記
し

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
五
四
例

の
う
ち
、
単
字
と
し
て
使
用
さ
れ
た

「借
」

は
次
の
四
例
、
い
ず
れ
も

[1
]
「
か
る
」

の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

例
、

[2
]
「
か
す
」

の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が

一
六
例

で
あ
る
。

[1
]

「
か
る
」

の
意

の
用
例
数
が

[2
]
「
か
す
」

の
意
の
約
二
倍
を
占
あ
て
い
る
。

「
か
る
」
の
意

で
用
い
ら
れ

て
い
る
三
四
例

の
場
合
、
「借
」
と
組
み
合
わ
さ

れ
た
漢
字
九
種
の
内
に
は
、
意
味
中
に
主
体
側

へ
の
動
き
を
含
む

「請
」
・
「召
」
・

「取
」
が
あ
る
。

借
用

一
七
例
、
借
請

七
例
、
借
召

三
例
、
借
出

二
例
、

借
取

・
借
申

・
借
送

・
借
着

・
他
借

各

一
例

「出
」
も
、
用
例

一
二

・
=
二
の
よ
う
に
、
「借
」
と
い
う
行
為
を
す
る
主
体

側
に
対
象
物
が
移
動
す
る
意
を
添
え
て
い
る
。

用
例
八

文
明
三
年
四
月
五
日
条

…
…
今

日
書
第
五
巻
、
第

一
第
二
巻
僧
衆
、
右
筆
依
不
叶
、

借
他
筆
未
出
來
云
婆
、
…
…

用
例
九

文
明

一
二
年
五
月
八

日
条

晴
、
参
詣
藥
師
堂
、
及
晩
借
小
蕎
庭
有
鞠
、
入
夜
乗
月
参
詣

藥
師
堂
、

八
日
条
の
記
述
は
短
く
、
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
文
の
よ

う
に
動
作
の
主
体
が
記
さ
れ
て
い
な
い
例
は
多
い
け
れ
ど
、

日
記
で
あ
る
か
ら
原
則
的
に
は
記
録
者
だ
と
考
え
て
よ
か
ろ

う
。

用
例

一
〇

文
明

=
二
年

一
一
月

一
四
日
条

　

　

さ

ノ
　

未
剋
許
権
帥

参
内
、
【
借
予
参
装
束
、】
常
住
寺
御
舎
利
、

寺
家
僧
持
参
相
順
参
云
誉
、

用
例

一
一

文
明

一
四
年
三
月
五
日
条

　

…
…
今
夜
兵
部
卿

【
宗
綱
】
借
予
亭
申
拝
賀
、
…
…

残
る
動
詞
五
〇
例
は
、
熟
語

(熟
語
と
ま
で
は
い
え
な
い
も
の
も
含
め
る
)
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

[1
]
「
か
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
三
四

中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
貸
借
表
現

用
例

一
二

用
例

=
二

文
明
六
年
正
月
二
四
日
条

及
晩
歌
方
之
輩
忠
英

・
久
時
上
洛
之
由
申
之
來
、
仰
珍
重
之

由
、
次
装
束
等
無
用
意
、
公
心悉
可
借
渡
之
由
申
之
、
…
…
、

借
用
方
乏
借
出
之
、
…
…

文
明

一
〇
年
九
月

=

日
条

　

　

参
向
之
儀
用
手
輿
、
【
可
爲
四
方
輿
、
錐
令
借
用
不
借
出
、

…
…
、
】
…
…

「
か
す
」

の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る

一
六
例

の
場
合
は
、
組
み
合
わ
さ
れ
た
漢

字
六
種

の
全
て
が
意
味
中
に
客
体
側

へ
の
動
き
を
含
ん
で
い
る
。

借
渡

七
例
、
借
進

三
例
、
借
下

・
借
與

各
二
例
、

借
遣

・
借
給

各

一
例

用
例

一
四

用
例

一
五

文
明
九
年
三
月

=
二
日
条

…
…
仰
之
由
申
入
、
其
次
先
日
借
進
之
抄
物
二
冊

被
返
遣

了
、
猶
有
所
持
者
可
被
進
之
由
有
仰
、
…
…

文
明
五
年

一
〇
月

一
九
日

…
…
西
園
寺
前
内
府
自
南
都
上
洛
、
可
参
御
禮

【禁
裏
已
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中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
貸
借
表
現

　

　

下
】
、
装
束
冠
等
可
借
給
云
受
、
領
状
、
於
殿
上
予
部
屋
被

着
用
、
…
…

用
例

一
六

文
明
三
年
三
月
二
五
日
条

…
…
及
晩
自
廣
亜
相
有
使
、
御
法
事
用
脚
事
、
自
栗
眞
庄
五

千
疋
可
運
上
云
ミ
、
…
…
、
但
未
到
來
云
婆
、
心
得
之
由
返

　

　

答
了
、
赤
大
口

借
用
之
間
、
借
請

右
大
辮
借
遣
了
、

動
詞
五
四
例
の
う
ち
の
五
〇
例
が
熟
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
熟
語
化
が
、

「借
」
の
意
味
を
限
定
す
る

一
助
と
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

『
実
隆
公
記
』

実
隆
の
調
査
範
囲
内
に
お
け
る

「借
」
の
使
用
総
数
は

一
〇
六
例
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
「借
」
字

の
前

・
後
に
判
読

で
き
て
い
な
い
文
字
が
あ
る
四
例
は
除
く
。

又
、
「六
借
敷
」
と
形
容
詞
の
表
記

に
宛
て
た
例
も
除
き
、

一
〇

一
例
に
つ
い
て
、

[1
]
「
か
る
」
の
意
か
、
[2
]
「か
す
」
の
意
か
で
分
類
す
る
と
、
[1
]
「か
る
」

七
六
例
、
[2
]
「か
す
」
二
五
例

で
あ

っ
た
。

名
詞
中
に
用
い
ら
れ
た

「借
」
は
、
七
例

(「借
物
」
五
例
、
「
借
銭
」
・
「恩
借
」

各

一
例
)
で
、
す
べ
て

[1
]
「か
る
」
の
意
で
あ

っ
た
。

一
例
の
み
挙
げ
る
。

用
例

一
七

長
享
二
年
五
月
二
日
条

猶
々
彼
恩
借
無
申
限
候
、

動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
九
四
例

の
う
ち
、
単
独
使
用
の

「借
」
は

一
四
例
で

あ
り
、
用
例

一
八
の

一
例
以
外
は
す

べ
て

[1
]
「か
る
」

の
意

で
あ

っ
た
。

用
例

一
八

用
例

一
九

長
享
二
年
三
月
五
日
条

　

ニ

指
貫
借
遣
菊
第
、
又

抱
、

文
明

=

年
二
月

二
三
日
条

指
貫
等
借
四
辻
前
中
納
言
了
、

用
例
二
〇

用
例
二

一

用
例
二
二

　

抑
就
南
都
御
神
樂
之
口
、
俊
量
中
將

直
垂
、
赤
大
口
等
借

之
、
今
日
遣
之
了
、
…
…

文
明

一
一
年
後
九
月
二
二
日
条　

行
幸
次
第
借
内
藏
頭
本

寓
之
、

文
明

一
五
年
九
月
二
日
条

(実
隆
筆
の
奥
書
の

一
部
)

　

愛
山
城
判
官
藤
原
朝
臣
依
慕
親
族
奮
歌
申
出
之
、
則
借
下
愚

之
悪
筆
書
寓
之
、

文
明

一
七
年
四
月
四
日
条

ヌ

自
下
京
絹

一
疋
召
寄
、
同

一
緒
借
之
遣
周
防
坊
、
…
…

熟
語

(熟
語
と
ま
で
は
い
え
な
い
も
の
も
含
め
る
)
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

動
詞
は
、
八
〇
例
、
[1
]
「
か
る
」
の
意

で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
五
六
例
、

[2
]
「
か
す
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
二
四
例

で
あ
る
。
親
長
の
場
合

と
同
様
、
[!
]
「
か
る
」
の
意

の
用
例
数
が

[2
]
「
か
す
」

の
意
の
二
倍
余
り

を
占
め
て
い
る
。

「
か
る
」

の
意

で
用
い
ら
れ
て
い
る
動
詞
五
六
例

の
場
合
、
「借
」
と
組
み
合

わ
さ
れ
た
漢
字
七
種

の
内
に
は
、
意
味
中
に
主
体
側

へ
の
動
き
を
含
む

「請
」
・

「召
」
・
「預
」
が
あ
る
。

借
請

三
六
例
、
借
用

一
四
例
、
借
召

二
例
、

借
著
(着
)
・
借
得

・
借
預

・
伝
借

各

一
例

「
か
す
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
二
四
例
の
場
合
は
、
組
み
合
わ
さ
れ
た
漢

字
四
種
全
て
が
意
味
中
に
客
体
側

へ
の
動
き
を
含
む
。

借
遣

=

例
、
借
與

九
例
、
借
渡

三
例
、
借
進

一
例

親
長
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
「借
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
字
種
が

[1
]
「
か

る
」
の
意
の
場
合
九
か
ら
七
種
に
、
[2
]
「か
す
」
の
意
の
場
合
六
か
ら
四
種
に

減
少
し
て
い
る
。
同
時
に
、
多
用
語
に
も

「
借
請
」
・
「借
遣
」、
特

に

「借
請
」

が
主
と
な
る
と
い
う
変
化
が
見
ら
れ
る
。
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親

長

[
1
]

の
意

[
2
]

の
意

実
隆

[1
]
の
意

[2

]

の
意

借
用

一
七
例
、
借
請

七
例
、
借
召

三
例
、

借
出

二
例
、

借
取

・
借
申

・
借
送

・
借
着

・
他
借

各

一
例

借
渡

七
例
、
借
進

三
例
、

借
下

・
借
與

各
二
例
、
借
遣

・
借
給

各

一
例

借
請

三
六
例
、
借
用

一
四
例
、
借
召

二
例
、

借
著

(着
)
・
借
得

・
借
預

・
伝
借

各

一
例

借
遣

=

例
、
借
與

九
例
、
借
渡

三
例
、

借
進

一
例

親
長
と
の
違
い
は
、
文
あ
る
い
は
文
脈
の
構
成
面
に
も
見
ら
れ
る
。
実
隆

で
は

用
例

一
九
、
二
二
の
よ
う
に
、
対
象
物
が
動
詞

「借
」
の
主
体
の
方

へ
と
移
動
し

た
こ
と
を
表
す

「
遣
之
了
」
・
「遣
」
、
又

「遣
之
」
・
「
遣
了
」
・
「
進
上
」
・
「返
遣

之
了
」
等
の
表
現
が
貸
借
表
現

に
続
く

こ
と
が
あ
る
。
少
数
だ
が
、
用
例
二
〇

「寓
之
」

の
よ
う
に
、
対
象
物
に
加

え
た
行
為
の
表
現
が
続
く
こ
と
も
あ
る
。
こ

う
い
う
構
成
で
表
現
す
れ
ば
、
主
体
や
対
象
者
が
そ
れ
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
な

い

「
武
家
月
次
懐
紙
借
滋
野
井
筆
、
加
清
書
進
上
了
、」
(文
明

一
五
年

一
〇
月
二
五

日
条
)
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
「
借
」

が

[2
]
「
か
す
」
で
は
な
く
、

[1
]
「
か

る
」

で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
[1
]
「か
る
」
の
意
に
分
類
し
た
動
詞
六
九
例
中
の
三

一
例
、
半
数
近
く
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『言
継
卿
記
』

言
継
の
調
査
範
囲
内
に
お
け
る

「
借
」
の
総
数
は
、
本
文
に
疑
問
が
あ
る
と
い

う

一
例
、
判
読
不
能
な
箇
所
を
含
む

一
例
を
除
く
と
二
三
五
例
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
に
、

[3
]
「
か
り
に
」

の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
用
例
二
三
が
あ
る
。

用
例
二
三

天
文
元
年
五
月
二
日
条

中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
貸
借
表
現

伯
卿
借
屋

へ
各
同
道
候
て
罷
向
、

こ
の
用
例
二
三
、
及
び

「六
借
」
と
形
容
詞
の
表
記
に
宛
て
ら
れ
た
例

一
例
、

か
な
書
き
の
用
例
三
を
除
き
、
二
三
二
例

に
つ
い
て
、
[1
]
「
か
る
」
の
意
か
、

[2
]
「か
す
」
の
意
か

で
分
類
す
る
と
、

[1
]
「か
る
」
二

一
二
例
、
[2
]
「
か

す
」
二
〇
例
で
あ

っ
た
。

名
詞
中
に
用
い
ら
れ
た

「借
」
は
、
七
例

(「借
物
」
四
例
、
「借
状
」
二
例
、

「借
目
録
」

一
例
)

で
、
と
も
に

[1
]
「
か
る
」

の
意
で
あ

っ
た
。

動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
二
二
五
例

の
う
ち
、
単
字
使
用
の

「借
」
は

一
〇
三

例
、
[1
]
「か
る
」
の
意

で
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
九
九
例
と
圧
倒
的
に
多
い

が
、
[2
]
「か
す
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
も
四
例
あ

っ
た
。
う
ち

一
例

に
は
、
先
に
用
例
五
と
し
て
記
し
た
よ
う
に

「
カ
サ
レ
」
と
い
う
振
仮
名
が
あ
る
。

用
例
二
四

大
永
七
年
三
月
八
日
条

用
例
二
五

三
條
西
帥
卿
よ
り
、
五
部
大
乗
卿
他
本
被
借
候
、
祝
着
之
由

　申
候
、

天
文
元
年

一
二
月
九
日
条

ヌ

　

正
親
町
に
て

た
か
う
な
刀
、
ゆ
す
り
つ
き

申
候
、
可
借
之

由
候
了
、

熟
語

(熟
語
と
ま
で
は
い
え
な
い
も
の
も
含
め
る
)
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

動
詞
は
、

一
二
二
例
、
[1
]
「か
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が

一
〇
六

例
、

[2
]
「
か
す
」

の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が

一
六
例

で
あ
る
。
親
長

・

実
隆

の
場
合
よ
り

[1
]
「
か
る
」

の
意
の
用
例
数
率
が
多
く
、

[2
]
「
か
す
」

の
八
倍
近
く
に
及
ん
で
い
る
。

「
か
る
」

の
意

で
用
い
ら
れ
て
い
る
動
詞

一
〇
六
例
の
場
合
、
「借
」
と
組
み

合
わ
さ
れ
た
漢
字
は
六
種
で
あ

っ
た
。

借
用

一
〇
〇
例
、
借
遣
二
例
、
借
申

・
借
着

・
恩
借

・
伝
借

各

一
例
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中
世
和
化
漢
文
に
お
け

る
貸
借
表
現

そ
の
う
ち
の

「遣
」
用
例
二
六

・
二
七
は
、
客
体
側

へ
の
動
き
の
意
を
含
む
が
、

二
例
と
も
に
言
継
は
貸
借
の
仲
介
者

で
あ
り
、
対
象
物
は
ま
ず
言
継

へ
、
次
に
言

継
か
ら
客
体
側

へ
と
移

っ
た
こ
と
に
な
る
。
「借

て
遣
」
と
助
詞
を
記
し
た
用
例

二
八
が
あ
る
の
で
、
こ
の
二
例
も
単
字
使
用
の

「借
」
と
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

用
例
二
六

天
文
三
年
三
月

一
九
日
条

く

　

薄
随
身
褐
袴
、

飛
鳥
井

へ

予
申

て
借
遣
候
、
又
壺
籠
錬
、

弓
、
冠
緩
、
太
刀
等
予
遣
了
、

用
例
二
七

天
文
四
年
二
月
二

一
日
条

ミ

藤
宰
相
此
方
に
て
用
意
、
指
貫

四
條
に
て
借
遣
了
、

用
例
二
八

天
文
五
年
二
月
二
〇
日
条

越
前
青
木
又
三
郎
母
上
洛
之
問
、
坂
本
迄
迎
に
藤
宰
相

罵

借
て
遣
候
了
、

「か
す
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る

一
六
例

の
場
合
は
、

字
四
種
全
て
が
意
味
中
に
客
体
側

へ
の
動
き
を
含
む
。

借
遣

九
例
、
借
進

四
例
、
借
渡

二
例
、
借
下
組
み
合
わ
さ
れ
た
漢

一
例

言
継
の
場
合
も
、
実
隆
同
様
、

「借
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
字
種
は
少
な
い
。

そ
し
て
、
「借
用
」
の
使
用
頻
度
が
群
を
抜
い
て
高
く
な

っ
て
い
る
。

親
長

[1
]
の
意

[
2
]

の
意

実
隆

n1
]
の
意

借
用

一
七
例
、
借
請

七
例
、
借
召

三
例
、

借
出

二
例
、

借
取

・
借
申

・
借
送

・
借
着

・
他
借

各

一
例

借
渡

七
例
、
借
進

三
例
、

借
下

・
借
與

各
二
例
、
借
遣

・
借
給

各

一
例

借
請

三
六
例
、
借
用

一
四
例
、
借
召

二
例
、

借
著

(着
)
・
借
得

・
借
預

・
伝
借

各

一
例

[
2
]

の
意

言
継

[1
]

の
意

[2

]

の
意

借
遣

=

例
、
借
與

借
進

一
例

借
用

一
〇
〇
例
、
借
遣

恩
借

・
伝
借

各

一
例

借
遣

九
例
、
借
進

借
下

一
例

九
例
、
借
渡

三
例
、

二
例

、

借

申

・
借

着

・

四
例
、
借
渡

二
例
、

文
あ
る
い
は
文
脈
の
構
成
面
か
ら
見
る
と
、
対
象
物
が
動
詞

「借
」
の
主
体

の

方

へ
と
移
動
し
た
こ
と
を
表
す
表
現
が
、
二
二
五
例
中
の
九
〇
例
余
り
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。

そ
の
表
現
は
、
「遣
了
」
四
〇
例
、
「遣
候
了
」
三
二
例
、
「遣
候
」

=
二
例
と

「遣
」
系

で
八
五
例
を
占
め
て
い
る
。

「遣
」
系
以
外

の
、
「進
候
」
・
「被
返
候
了
」
・
「寓
候
」
等
も
合
わ
せ
る
と
、

こ
の
よ
う
な
表
現
は
、

[1
]
「
か
る
」

の
意

に
分
類
し
た
動
詞
二
〇
五
例
中
に

一

二
八
例
あ
り
、
半
数
を
越
え
る
。

言
継

に
お
い
て
は
、
「借
」
が

[1
]
「か
る
」
の
意
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る

表
現
が
定
型
化
し
て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。

(三
)
「借
」
の
対
象
、
そ
の
他

何
を
貸
し
借
り
す
る
の
か
、
動
詞

「借
」
の
対
象
と
し
て
確
認
で
き
た
も
の
を

次
に
大
ま
か
に
分
類
し
、
い
く

つ
か
の
例
を
添
え
て
挙
げ
る
。
対
象
は
、
生
物
か

無
生
物
か
、
見
え
る
か
見
え
な
い
か
と
い

っ
た
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
多
岐
に

わ
た

っ
て
い
る
。
前
掲

の
用
例
で
確
認

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
(

)
内
に

用
例
番
号
を
記
し
て
お
く
。

人動
物

官

官

人

力

禁

裏

小

番

(七
)

・
書

写
者

(八

二

=

)

青

侍

男

・
雑

色

・
持

丁

な

ど

馬

(二
八
)

・
諸

大

夫

・
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物

装
束
類

場
所

道
具
類

書
籍
類

金永
続
的

一
時
的

直

垂

(
一
九
)

・
抱

(
一
八
)

・

指

貫

(
一
八

・
二
七
)

・
褐

袴

(二
六
)

・

赤

大

口

(
一
六

・
一
九
)
、

冠

(
一
五
)

・
笏

二
扇

な

ど

大

鼓

・
和

琴

、

輿

(
一
三
)
、

蒔

絵

細

太

刀

・

た

か

う

な

刀

(
二
五
)
、

打

乱

箱

、

香

盤

、

ゆ
す

り

つ
き

(
二
五
)

な

ど

五

部

大

乗

纏

(二
四
)、

抄

物

(
一
四
)、

補

歴

、

文

書

、

春

日
祭

次

第

・
行

幸

次

第

(二
〇
)
、

国

図

な

ど

年

貢

・
用
脚

・
借

物

・
祠

堂

銭

、

一
繕

(
二
二
)

・
百

疋

・
六

十

疋

な

ど

小

屋

(居

住

)

借

屋

(六

・
二
三
)

・
亭

(
=

)

・
隣

・
庭

(九
)

借
用
期
間
等
に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
把
握
し
に
く
い
。
場
合
に
よ

っ
て
は

「
借

状
」
を
作
成
し
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
け
れ
ど
、
そ
の
内
容
ま
で
は
記
録
さ
れ
て

お
ら
ず
、
日
々
の
記
録
と
し
て
も
借
出
日

・
返
却
日
の
両
方
を
書
き
残
し
て
い
な

い
こ
と
が
多
い
か
ら
だ
。
即
日
返
却
す
る
場
合
か
ら
、
貸
借
関
係
を
忘
れ
る
ほ
ど

長
期
に
わ
た
る
場
合
ま
で
も
あ

っ
た

よ
う
で
は
あ
る
。

言
継
の
記
載
は
事
細
か
で
、
質
入
れ
時
の
利
息
に
関
す
る
記
録
も
あ
る
が
、
動

詞
に

「
借
」
を
用
い
て
は
い
な
い
。

用
例
二
九

天
文
四
年
正
月
二
九
日
条

予
太
刀
鑓
二
色
、
去
年
十
月

〈八
十
疋
〉
質
物
に
置
候
、
十

　

二
月
迄
之
利
分
百
廿
遣
了
、
三
月
限
也
、
雑
色
又
三
郎
取
次

也
、

三

お
わ
り
に

中
世
和
化
漢
文
資
料
、
『
親
長
卿

記
』

・

『実
隆
公
記
』

・

『
言
継
卿
記
』
三

中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
貸
借
表
現

種
と
い
う
、
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
貸
借
表
現
に
関
す
る
調
査
結
果
報
告
と
な

っ

た
。時
代

・
資
料
共

に
広
範
囲
に
調
査
を
重
ね
た
上
で
、
他
言
語
、
特
に
中
国
語

・

韓
国
語
と
の
比
較
や
、
反
義
語

・
授
受
表
現

・
待
遇
表
現
と
の
関
わ
り
も
踏
ま
え

立
論
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
と
て
も
及
ば
な
か

っ
た
と
い
う
次
第
で
あ

る
。
終
刊
号
だ
と
い
う
の
に
と
悔
や
ま
れ
る
。

で
は
あ
る
が
、

一
応
確
認
で
き
た
こ
と
何
点
か
と
検
討

・
調
査
が
必
要
だ
と
考

え
た
こ
と
な
ど
を
、
今
後

の
た
め
に
記
し
て
お
く
。

一

古
辞
書
五
種
か
ら
、
「
か
す
」
・
「
か
る
」
両
語
の
、
あ
る
い
は

一
方
の
語

の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
可
能
性

の
あ
る
単
漢
字
と
し
て
抽
出
で
き
た
の
は

一

八
種

で
あ
る
。
「か
す
」
・
「
か
る
」
両
語
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
可
能
性

の

あ
る
単
漢
字
の
う
ち
に
は
、
近
世
以
降
も

っ
ぱ
ら

「か
す
」
の
漢
字
表
記
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た

「貸
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。

一

し
か
し
、
中
世
後
半
期

の
古
記
録

(公
家
日
記
)
三
種
に
お
い
て
貸
借
表

現
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
は
、

一
八
種
う
ち
の

「借
」
の
み
で
あ
る
。

一

動
詞

「
借
」
を
視
点

に
よ
る
区
別
な
く
用
い
て
い
る
の
か
、
「
か
る
」
・

「
か
す
」
の
ど
ち
ら
の
語
と
し
て
用
い
て
い
る
の
か
、
語
順
な
ど
の
手
が
か

り
か
ら
は
把
握
し
き
れ
ず
、
判
断
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。

一

そ
の
た
め
、
当
該
行
動
の
実
態
や
社
会
的
慣
習
な
ど
の
確
認
作
業
が
必
要

に
な
る
。

一

ま
た
、
調
査
資
料
の
構
文
が
、
ど
こ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
和
化
し
て
い
る

の
か
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

一

送
り
仮
名
を
付
し
た
り
仮
名
書
き
し
た
り
し
た
言
継
の
例
か
ら
は
、
「
借
」

字
の
み
を
用
い
な
が
ら
も
、
日
本
語
的
に

「
か
る
」
・
「か
す
」
の
二
語
を
意

識
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

一

「借
」
を
熟
語
化
す
る
こ
と
が
、
意
味
を
限
定
す
る

一
助
と
な

っ
て
い
る

よ
う
だ
。
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中
世
和
化
漢
文
に
お
け

る
貸
借
表
現

一

「借
」
は
、
「
か
る
」
と
い
う
意

(視
点
)
で
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。

一

実
隆

・
言
継
に
お
い
て
、
「
か
る
」
の
意

(視
点
)
を
持

つ
用
例
の
半
数

前
後
は
、
「
…
借
候
間
遣
了
」

系
の
定
型
的
表
現
を
貸
借
表
現
に
続
け
る
こ

と
に
よ
り
、
対
象
物

の
移
動
方
向
を
明
確
化
し
て
い
る
。
「
篤
之
」
・
「返
候

了
」
よ
う
に
、
対
象
物
に
加
え
た
行
為
の
表
現
を
続
け
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

一

三
種

の
調
査
資
料
間

に
見
ら
れ
る
違

い
が
、
時
代
差
な
の
か
個
人
差
な
の

か
を
見
極
あ
る
必
要
が
あ
る
。

一

動
詞

「借
」

の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
生
物
か
無
生
物
か
、
見
え
る
か
見

え
な
い
か
と
い
っ
た
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
人

・
動
物

・
物

・
金

・
場

所
な
ど
と
多
岐
に
わ
た
る
。

一

実
態
と
し
て
は
貸
借

で
あ

り
な
が
ら
、
「
借
」
以
外

の
動
詞
、
例
え
ば

「申
」
・
「申
出
」
・
「取
寄
」
等

を
用
い
る
場
合
が
あ
る
。

一

言
継
に
お
い
て
は
、
「借
」
に
か
か
わ
る
助
詞
と
し
て

「
へ
」
・
「よ
り
」

.

「
に
て
」
等
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
法

の
検
討
が

必
要
だ
ろ
う
。

一

視
点
を
判
断
す
る
た
め
に
前
提
と
な
る
調
査
や
基
準
の
再
検
討
が
必
要
だ

ろ
う
。
例
え
ば
、
動
作
主
体
が
明
示

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
日
記
で
あ
る
か
ら
原

則
的
に
は
記
録
者
自
身
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
が
、
他
者

の
こ
と
ば
を
引
用
し

て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上

〈注
〉
峰
岸
明

峰
岸
明

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
に
関
す
る

一
試
論

〔
一
〕
1

副
詞
の
漢
語
表
記
を
中
心
に
ー

『
国
語
学
』
八
十
四
輯

一

九
七

一
年
三
月

字
類
抄
の
系
譜

(上
)
1
人
事

・
辞
字
両
部
所
収
語
の
検
討
を
通

し
て
ー

『
国
語
国
文
』
第
五
十
三
巻
第
九
号
i
六
〇

一
号
ー

一
九
八
四
年
九
月

プ

ロ
フ
ィ
ー
ル

主
な
編
著
書

(土
ハ著
を
含
む
)

に
、
『
仮
名
文
字
遣
』
駒
沢
大
学
国
語
研
究
資

料
第
二

(
一
九
八
〇
年

汲
古
書
院
)
、
『天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

二
巻
本

『世
俗
字
類
抄
』

の
影
印
並
び
に
研
究

・
索
引
』
(
一
九
九
七
年

翰
林
書
房
)
な

ど
が
あ
る
。
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